
一屋
い
外
国
人
技
師
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
文
の
校
注
は
、
岡
宏
三
、
船
橋
明
宏
、
宍
戸
知
の
各
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

汐
留
地
区
遺
跡
調
査
会

『汐
留
』
盆

九
九
五
年
）

同

『汐
留
遺
跡
』
盆

九
九
六
年
）

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『汐
留
遺
跡
―
旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地
内
遺
跡

発
掘
調
査
概
要
Ｉ

・
Ⅱ

・
Ⅲ
Ｉ
』
盆

九
九
五
・
九
六
・
九
七
年
）

同

『汐
留
遺
跡
Ｉ
Ｉ
旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地
内
の
調
査
―
』
全

九
九
七
年
）

（石
崎
俊
哉
）

茎
Ｆ
鴻
ｎ
晩
漿
姉
鵬
　
鴬
遮
紳
職
婢
科
認

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
地
下
鉄
七
号
線
溜
池

・
駒
込
間
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
川
章
雄

。
初
木
　
真

５
　
遺
跡
の
種
類
　
近
世
都
市

（城
郭
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
江
戸
城
外
堀
牛
込
御
門
外
の
橋
詰
に
あ
た
る
。
調
査
は
営
団
地

下
鉄
南
北
線
の
建
設
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
。
牛
込
御
門
お
よ
び
こ
れ
に
続
く
橋

は
、
寛
永

一
三
年

（
三
全
天
）

に
江
戸
幕
府
が
動
員
し
た

一
一

三
の
大
名
の

「御
手
伝
普
請
」

に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い
る
。
牛

込
御
門
は
、
阿
波
徳
島
藩
蜂
須

賀
忠
英

含
一五
万
七
〇
〇
〇
石
）

に
よ
り
構
築
さ
れ
て
お
り
、
御

門
橋
も
同
家
の
手
に
よ
る
と
推

測
さ
れ
る
。

(東京西北部・東京東北部)



1996年 出土の木簡

検
出
遺
構
は
、
最
大
で
高
さ
九

・
五
ｍ
、　
一
七
段
の
橋
詰
石
垣
で
、
調
査
範

囲
で
は
、
三
九
二
個
の
石
垣
石
を
確
認
し
て
い
る
。
石
垣
石
は
二
五
〇
ｔ
五
〇

〇
聴
、
大
部
分
が
安
山
岩
で
、
真
鶴
半
島
近
辺
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

石
垣
下
に
は
二
列
の
胴
木
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
列

の
西
端
の
胴
木
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
南

よ

り

東

は

な

」

（刻
圭
ｅ
　

　

　

　

　

珈
笹

ω］
叉

証
＞
戒
∞
ぷ

８
Ｐ

②

　

「
コ

　

ひ

か

し

」
　

（刻
書
）
　

　

　

　

和
笛

い『
泉

却
＞
蔵
∞Ｓ

ａ
ｗ

ω
は
下
図
の
胴
木
五
、
②
は
胴
木
六

に
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ω
の

「東

は
な
」
は
東
端
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

両
資
料
と
も
方
位
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
胴
木
の
施
工
位
置
を
表
す
と
考
え

ら
れ
る
。
但
し
、
二
資
料
と
も
胴
木
の

構
造
と
は
無
関
係
な

「
コ
」
字
状
の
切

り
欠
き
が
あ
り
、
転
用
材
を
用
い
た
か
、

あ
る
い
は
当
初
の
計
画
と
は
異
な
る
施

工
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

地
下
鉄
七
号
線
溜
池

・
駒
込
間
遺
跡

調
査
会

『江
戸
城
外
堀
跡
牛
込
御
門
外

橋
詰
』
全

九
九
四
年
）

（初
木
　
真
）

0                4m

図(1)胴木検出状況




